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Ｍ.プレトーリウス｢音楽家に対する指導｣ 

― 翻訳 ― 
 

栗栖 由美子* 

 

 
【要 旨】  本稿は，M.プレトーリウスの『音楽大全』第３巻，第３部， 
第９章（P.229～P.240）における「音楽家に対する指導」を翻訳したもので 
ある。プレトーリウスは，1602 年，G.カッチーニにより出版された『新音 
楽』の序文を手本として，イタリアの優れた歌唱法を『音楽大全』に記し， 
いち早くドイツに広めた。その大部分は装飾法に関する記述であるが，当時 
の声楽作品を歌う際に，心得ておかなければならない点を端的に述べている。 
 
【キーワード】  M.プレトーリウス 音楽大全 G.カッチーニ 
 

 

Ⅰ はじめに

 
バロック時代の声楽作品が，当時の劇場，宮廷，教会でどのように響いていたのか，どのよ

うに演奏されていたのかという疑問は，演奏がその場限りのものであること，また，バロック

時代にあった歌唱技術の伝統がひとたび途絶えたことを考えると，おのずとわいてくる。そし

て，今日の活発なバロック音楽の演奏は，楽器を含む演奏形態すべてが，様式にかなった形で

演奏されようとしているので，声楽演奏もそれに調和する演奏法，すなわち，当時の歌唱技法

の獲得とその水準に肉迫するという使命を負わされているのである。 

フィレンツェのカメラータの一員でもあったカッチーニ１）は，独唱マドリガーレとアリア集

『Le nuove musiche 新音楽』２）の序文に，モノディー（通奏低音付き朗唱的独唱歌曲）様式

における歌唱法を記述しているが，それまでに，歌唱法に関して，これほど明確にまた詳細に

書かれた書物はなかった。ここに翻訳した，プレトーリウス Michael Praetorius（1571 od. 

1572～73，od.1569～1621）の『Syntagma Musicum 音楽大全』３）の中の「音楽家に対する指

導」は，著者自身が本文中でも述べているように，カッチーニの『新音楽』の序文を手本に，

ドイツにおける声楽の初心者に対して，基本的な歌唱法を示したものである。２人の記述は，

実践的であるとは言い難いが，楽器のような，物として伝わる資料をもたない，バロック時代

の歌唱法を研究する者にとっては，その演奏法や様式を知る上で大切な歴史的資料となりうる。 

プレトーリウスの歌唱法に関する記述は，手本としたカッチーニのそれと比べると，分量的 

にかなり少なくなっており，特に重要な装飾法，声楽家の心得に焦点をあてているが，カッチ 
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ーニの歌唱理論を凝縮したものとなっている。それは，プレトーリウスが，この後さらに詳し

い歌唱法に関する論文を出版すると約束していることによるものであろう。 

また，イタリアの歌唱法を，ドイツ語によって祖国に広めようとしたことは，当時のドイツ

の声楽作品を歌う際にも，その歌唱法が有効であったと推察することができる。よって，シュ

ッツ（Heinrich Schütz 1585～1672）やシャイン（Johann Hermann Schein 1586～1630），シ

ャイト（Samuel Scheidt 1587～1654）らの声楽作品を演奏する時の道標ともなりうる。 

『新音楽』の序文に関しては，佐竹淳氏の翻訳４）が存在するが，『新音楽』の序文を手本と

してプレトーリウスが記述した「音楽家に対する指導」の翻訳はまだ見ない。そこで本稿では，

プレトーリウスが，イタリアで確立された最先端の歌唱法のどのような部分を，ドイツに導入

しようとしたのかを明らかにするために「音楽家に対する指導」の翻訳を試みる。 

なお，翻訳においては，以下のような記載方法をとり，原文は本稿末尾に掲載している。 

① 翻訳の中で使用する（ ）は，プレトーリウス自身が使用しているものであり，〔 〕は，

訳者が補足のために設けたものである。 

② 原文におけるソプラノ記号で書かれた楽譜はト音記号に，数字で書かれた音符は現代の音

価に直す。また，譜例においてミスと思われる個所には，小節の上に＊印を付ける。（譜例

の番号は，訳者が便宜上付けたものであるが，譜例 15 における 1～14 の数字は，プレトー

リウス自身が付けたものである。） 

③ プレトーリウスによって書かれた楽譜の中のコメントは，イタリック体で示す。 

 

Ⅱ 『音楽大全』について 

 
プレトーリウス(1571 年 2 月 15 日あるいは 1572 年～73 年，または 1569 年アイゼナッハ近郊

のクロイツブルク・アン・デア・ヴェラ生，1621 年 2 月 15 日ヴォルフェンビュッテル没)は，

作曲家，音楽理論家，オルガニストとして，多面的な音楽活動をした人物である。 

プレトーリウスの音楽理論家としての功績は，全３巻に及ぶこの『音楽大全』を著したこと

にあると言える。音楽理論とその実践に関して体系的にまとめた『音楽大全』は，史上最古の 

音楽百科事典と称せられている。 

第１巻は，ヴォルフェンビュッテルとヴィッテンベルクで，1614 年から 1615 年にかけて出

版されており，宗教音楽の歴史とその諸原則，また世俗音楽の歴史について述べている。《オル

ガノグラフィア De Organographia》と題された第２巻は，ヴォルフェンビュッテルにおいて，

1618 年と 1619 年に出版された。それは，付録として 1620 年にヴォルフェンビュッテルで出版

された図版集《楽器総覧 Theatrum instrumentorum》とともに，過去からその当時にわたって

知られるすべての楽器を取り上げ，その特性と演奏法を記述している。特にオルガンに関して

は，詳細な情報を満載している。さらに 1618 年，1619 年，ヴォルフェンビュッテルで出版さ

れた第３巻では，プレトーリウスの時代における様々な音楽形式や記譜法，複合唱の書法，あ

らゆる手法に基づくコンチェルトなどについて述べているとともに，P.199 から P.224 にかけ

ては，プレトーリウス自身による作品リスト（それまでに完成していた全作品と計画中のもの）

も掲載されている。｢音楽家に対する指導」は，この第３巻の最後に収められている。 

第１巻が出版された 1614 年から２年間を，プレトーリウスはドレスデンで過ごしているが，

この時期にシュッツと知り合うことによって，イタリアの最先端の音楽に触れたことは，その
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後の音楽作品だけでなく，著作においても大きな変化をもたらすことになった。彼が，著作に

かなりの時間を割くようになったのもちょうどこの頃からであり，その成果として，音楽のあ

らゆる側面を実践に組み込み，その実践を通して得た知識を集約したのが，この『音楽大全』

である。 
 

Ⅲ ｢音楽家に対する指導」の翻訳 

 
第 9章                 （原文 P.229） 

音楽家に対する指導 

 
 とりわけ歌を喜んで歌おうとする少年たちに，今日のイタリアの手法をいかに教えるべきか

について 

 

 演説者の仕事が，美しく優雅で，生き生きとした言葉と，素晴らしいフィグーラ〔言い回し〕

で演説を飾るだけでなく，しっかりと発音し，声を高めたり，低めたり，時には大きな柔らか

い声で，時にはもてるかぎりの声を十分に使って，アフェクト〔情緒〕を動かすことであるよ

うに，音楽家の仕事も，ただ歌うだけではなく，技巧的に優美に歌わなければならない。それ

によって，聴き手の心に触れるものがあり，アフェクトがゆり動かされて，そもそも歌が作ら

れ目指す目的が達せられるのである。だから歌手は，生まれつき良い声をもつだけでなく，音

楽についてのすぐれた理解と完全な知識を身に付けていなければならない。つまり歌手は，ア

ッチェントゥス５）を上手に良い趣味で使い，こぶし〔装飾的な節回し〕，あるいはコロラトゥ

ーラ（イタリア人はパッサッジと呼ぶ）を，楽曲のどこででも使うのではなく，しかるべき場

所で，しかるべき節度をもって使い，声の美しさだけでなく，技術が聴き取れるようにしなけ

ればならない。だから，天性ことのほか美しいヴィブラートのかかった声に恵まれ，装飾音唱

法に適した丸やかな喉をもってはいても，音楽家の守るべき掟を守らず，ただ休みなくやたら

コロラトゥーラを付けて，楽曲の中でそうあるべき限界を踏み越え，すっかり曲を台無しにし

てしまって，何を歌っているのか，テキストはもちろん，（楽曲の最良の装いと優美さを与える

ために作曲家が付けた）〔肝心の〕音符も聴き取れず，まして理解できないというような歌い方

をする人は，一向に褒めたものではない。 

 こういう間違ったやり方は（一部の器楽奏者もそれに染まっているが），聴く人，特に芸術に

いくらか知識のある人の心を捉えたり，楽しませたりはできない。それどころかむしろ，うん

ざりさせ眠気を誘う。だから，作曲家が楽曲に与えた本来の力と優美さが，そのような装飾唱

法のデフォルメによって奪われてしまわないよう，誰もが歌詞や文章を正確に理解できるよう

に，すべての歌手達は若い時から〔生徒のうちから〕発声と明確な発音についてしっかり練習

し，身に付けることがたいへん大切である。 

 それでは，どういう具合にして今日のイタリア風の歌唱法に習熟し，アッチェントゥスとア

フェクトを表現し,トリッロ，グルッポ，その他のコロラトゥーラを最も適切に用いることがで

きるか。それについては，近いうちに神の扶助を得て別の小論を著すつもりである。（それにつ

いて，特に私の役に立ったのは，ローマのジュリオ・カッチーニとも呼ばれるジュリオ・ロマ

ーノの『新音楽』の記述と，ジョヴァンニ・バッティスタ・ボヴィチェッリ６）であった。） 
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 優雅で正しく美しい歌唱法には，他の様々な技芸についてもそうであるが，素質，技巧また

は教則，及び実習の３つが必要である。 

 
1．素質 NATURA               （原文 P.231） 

 まず歌手は，天性からの声をもっていなければならない。それについて，３つの要件と３つ

の欠陥がある。 

 その要件とは以下のことである。第１に歌手は美しく優美にヴィブラートのかかった声，（た

だし，一部の学校の生徒がよくやるような歌い方ではなく，立派にコントロールされた声）と

装飾唱法に適した滑らかで丸やかな喉をもたなければならない。第２に，何度も息を継がず,

しっかりと長く息を保てなければならない。第３に，カントゥス，アルト，テノールなどのど

れかの声部を選び，それをファルセット（半分の無理に出す声）ではなく，声量のある明るい

響きで保てなければならない。 

なお，ここでイントナツィオとエクスクラマツィオについて述べておかなければならない。 

 
イントナツィオ INTONATIO 

 イントナツィオとは曲のはじめ方である。それについては様々な意見があり，ある人は音符

の通りと言い，ある人は音符の２度下から始めて徐々に上昇して声を上げていくと言い，また

別の人は３度と言い，４度と言う。またある人は，快い柔らかい声で始めるべきだと言う。こ

のような様々な手法は，大抵の場合はアッチェントゥスの名のもとに含まれる。 

 

エクスクラマツィオ EXCLAMATIO 
 エクスクラマツィオはまさにアフェクトを動かすための手段であり，声を強めることによっ

て行われる。そしてすべての２分音符と４分音符から付点つきで下行する場合に用いることが

できる。そうすると，やや詰まった感じになる次の音符が，全音符１つの場合よりもずっとア

フェクトをゆり動かす。全音符は，エクスクラマツィオなしで，声のクレッシェンドとデクレ

ッシェンドを伴うことが多く，またその方が優美である。そのことについては，前に述べた書

物で詳しく実例を伴って説明することにする。                   

（原文 P.232） 

 声を出す場合の欠陥とは，気ぜわしく呼吸したり，やたらと息継ぎをすること。鼻声で歌っ

たり，喉に息を詰めて歌うこと，また歯を食いしばって歌うことである。今述べたことは，と

ても褒められたものではなく，ハーモニーをゆがめ，不快にしてしまう。 

 ここまでは素質についてで，これからは教則について。 

 
2．教則 DOCTRINA 

 第２に歌手は，ディミヌーツィオ（また一般的にコロラトゥーラとも呼ばれる）を美しく適

切に演奏する正しい知識をもっていなければならない。 
ディミヌーツィオとは，大きめの音符がたくさんの速い小さな音符に分割されることを言う。

これには，様々な種類と手法があり，１つは音が順次進行で動くもので，アッチェントゥス，

トレモロ，グルッピ，ティラータがそうである。 
アッチェントゥスとは，音符が次のように喉で引き延ばされることである。 
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注意：二重に符尾を付けた音符の下に３と書いてある時は，三重に符尾を付けた音符にする

ことを意味する。７）その 32 個が１タクトに相当する。 

 

譜例 1：同じ音における最初の音と最後の音             （原文 P.233～ P.234） 

 

譜例 2：２度の上行 

 
 
譜例 3：２度の下行 

 
 
譜例 4：３度の上行 

 

 
譜例 5：３度の下行 

 

 
譜例 6：４度の上行 
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譜例 7：４度の下行 

 

 

譜例 8：５度の上行 

 
 
譜例 9：５度の下行    他の変化する上行音型を伴う 

 
 

 

（原文 P.235） 

トレモロあるいはトレムーロは，ある音符上で声をふるわせることにほかならない。オルガ

ニストは，それをモルダントまたはモルデラントと呼ぶ。 

 
譜例 10：上行のトレムーロ        下行のトレムーロ  

 
                      この下行トレムーロより，上行の方が良い。 
 

譜例 11：トレモレッティ 

 
 
なお，これは人の声よりオルガンやチェンバロ類に向いている。 

                    （原文 P.236） 

グルッポすなわちグルッピは，カデンツや終止で用いられる。トレモロよりも鋭く演奏され

なければならない。 
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譜例 12： 

 
 

ティラータは，長く速い順次進行の走句で，鍵盤上を上へ下へと走る。 
 

譜例 13： 

 

 
この走句は速く鋭く演奏されればされるほど，いっそう素晴らしく優美になるが，個々の音

符がちゃんと聴こえ，ほとんど聴き分けられるように演奏すべきである。 

（原文 P.237） 

順次進行にはよらない ディミヌーツィオは，トリッロとパッサッジである。 

トリッロには２種類ある。第１はユニゾンによるもので，線上または線間で，多数の速やか

な音符が続けて反復される。 
 

譜例 14： 

  
 

このやり方は，クラウディオ・モンテヴェルディ〔の作品〕

の中に見出される。 
 
第２のトリッロには，いろいろなやり方がある。トリッロを正しく演奏することは，書かれ

たものから学ぶことは不可能で，先生の実際の声と教えによって，歌って手本を示してもらい，

ちょうど鳥どうしが教えあうように，口うつしで覚えるほかない。だから，私は目下のところ

は，前に触れたジュリオ・カッチーニ以外には，イタリアの著者の中でこの種のトリッロにつ

いて書いたものがなく，ただ，トリッロを演奏すべき音符の上に t，あるいは tr，tri，などと

記されていることについて触れているだけである。しかし，ここについでながらいくつかの種
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類を挙げて，まだ良く知らない初心者が，トリッロとはおおよそどのようなものか分かるよう

に例を示しておこう。 
 

譜例 15： 

 

 
                             （原文 P.240） 

 

パッサッジ Passaggi ８） 

 パッサッジとはすばやい走句で，ある長さをもつ音符の上で，順次進行と跳躍進行の両方で，

あらゆる音程を通して，上行および下行形で用いられる。 

 それには２つの種類があり，あるものはミニマあるいはセミミニマで，またはミニマ・セミ

ミニマの両方を使って作られる。また，あるものは，短い音価に細分されるもので，フーサ，

あるいはセミフーサで，またはフーサ・セミフーサの両方を使って作られる（セミミニマはイ

タリア人によってクロマータと，フーサはセミクロマータと，セミフーサはビスクロマータと

呼ばれている。） 

 初心者はパッサッジを歌うときの技を，まず素朴で簡単な走句からはじめ，次第に短い音価

に細分され，フーサをふんだんに使ったものを勤勉に練習し，最終的にはセミフーサをマスタ
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ーして完全に演奏できるようにするべきである。 
 

3．実習 EXERCITATIO 
 今まで簡単に述べてきたことを，より一層分かるためには，あらゆる種類のディミヌーツィ

オの例を実際に挙げなければならない（そこにはディミヌーツィオの手法が表記され，ある音

符やある音程がどんな具合に細分されコロラトゥーラで飾られるかが見てとれるように）。 
しかし，問題が広すぎてこの本では抱えきれないので，心ある音楽家，歌手は，指導と模範

を載せた詳しい別冊の論文を，神の手を借りて近々出版できるまで，我慢してくれますように。

新しい方法に従って歌おうとする心ある音楽家には，その本を参照して下さるようにお願いし

ます。 
それまで，どうぞお元気で。好意ある心ある音楽家が，私のことを引き続き温かく思ってく

ださることを期待し，そのような方に，私も命ある限り，力を尽くしてお仕えするように努め

ます。 
ミヒャエル・プレトーリウス・クロイツブルゲンシス 

 

Ⅳ おわりに 

 

 本稿では，プレトーリウスの『音楽大全』第３巻，第３部，第９章「音楽家に対する指導」 

の翻訳を試みた。その記述は，ほとんどが装飾法と声楽家の心得に焦点をあてたものであるが， 

自由に装飾を施すモノディー様式の音楽を演奏する上で，当時の慣習をふまえた，演奏家が守 
るべき教えを端的に述べている。 

演奏の伝統がひとたび途絶えたバロック時代の声楽曲を，正しい認識をもって歌うためには，

その時代に書かれた歌唱理論書に頼らざるを得ない。現代の演奏家には，当時の歌唱理論書を

ひもとき，それを解釈し，演奏にどう生かすかが求められている。 
 なお，「音楽家に対する指導」に対する注釈，カッチーニとの比較に関しては，次の機会に論

じる予定である。 

 最後に，この翻訳において，東京芸術大学名誉教授である服部幸三先生には，その細部にわ

たってご教示いただき，感謝申し上げます。 
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M. Praetorius‘Instructio pro Symphoniacis’ 

－ A Translation into Japanese － 
 

KURISU, Yumiko 
 

 
Abstract 

In this paper，I translated‘Instructio pro Symphoniacis’(from
“Syntagma Musicum”by Michael Praetorius，chap.9，PartⅢ，vol.Ⅲ) into 
Japanese．Praetorius described this chapter inspired by the preface of“Le 
nuove musiche”published by G. Caccini in 1602．He mentioned of 
excellent Italian singing methods in German．That helped these methods 
spread in Germany in a short time．Most of‘Instructio pro Symphoniacis’
is a description about ornamenting methods．Each of the comments in the 
chapter is concise and to the point ． Even today, ‘ Instructio pro 
Symphoniacis’is very useful and helpful for us because we get the 
essential knowledge through this chapter when we sing vocal music 
works of those days． 
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